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建学の精神・理念等 

［ 建学の精神・理念 ］ 

実工学の理念にもとづく工学教育と先進的研究により、新たな価値

創造と科学技術の発展に寄与する 

※※実実工工学学のの理理念念

「工学における実学を重んじ、具象を離れることなく、抽象を怠ることなく、

単に机上にとどまることなく、真に有用な教育研究を推進し社会に貢献する」 

［ 建学の精神・理念に基づく人材像 ］ 

確かな専門力と豊かな人間性をもち、社会の発展に貢献し続ける

実践的技術創造人材

［ 建学の精神・理念に基づく教育目的 ］ 

実体験的学習と、これを裏付ける理論習得を反復することにより、

工学を融合的に学び、社会において応用・実践することのできる

専門力を身につける 

特色ある教育プログラム、課題に取り組む学び、社会との交流・

連携を通じ、人々の幸福のために自ら考え行動することのできる

人間力を身につける

［ 実工学の学び ］（学生諸君へ） 

１ 現実実社会に役に立つことを目標に学ぶ工工学学 

２  実実際の技術に触れることによって学ぶ工工学学 

３ 自ら実実践することによって学ぶ工工学学 

４ 理論を現実実化するために学ぶ工工学学 

５  実実感となるまで継続して学ぶ工工学学 
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校章の由来
この図柄は、日本工業大学の日と工の字を組合せたもの
でこの学園のモットーである誠実、勤勉、明朗が色彩で
示されている。即ち、白色が誠実、ブルーが明朗、黒が
勤勉で色調も工科系にふさわしい。

　　　　　　　　　　　　　　　デザイン　野 中 宏 親 氏

「実工学の理念」 

本学はここに、工学が本来持つ実学の精神を再確認し、 

建学の精神の基本に「実工学の理念」を掲げ、 

この理念のもとに、人材を育成し、研究を推進し、 

その社会的使命を果たして行くことを表明する。 

「実工学の理念」とは、つぎの二つである。 

（一） 具象を離れることなく抽象を怠ることなく、技術実践と理論構築を反

復循環することにより、真に有用な工学教育と価値創造の研究開発を行

い、社会に貢献する。 

（二） 単に机上の営為にとどまることなく、技術の行われる現場を念頭に置

き、現実の技術に触れ、技術が現実社会に実現されることを目的として、

教育・研究を行う。 

これを要言すれば 

「工学における実学を重んじ、具象を離れることなく、抽象を怠ることなく、

単に机上にとどまることなく、真に有用な教育研究を推進し社会に貢献する」 

となる。 

実工学とは、言うまでもなく工学における実学尊重を意味するものである。理学と

の差異を論ずるまでもなく、工学とは、実際の社会に存在し、人々のために機能する

形において意味のあるものであり、教育も研究も、常にそのことを前提として行われ

なければならない。 

工学教育において、技術実践能力とそれを裏付ける理論理解の修得は、車の両輪の如

くどちらも欠くことは出来ない。学生の技術修得と理論の理解を、有機的かつ効果的に

結びつけるもの、それが実工学の理念であり、さらに、大学の果たすべき使命である

研究及び社会貢献においても、実工学の理念は明快な方向性を与えるものである。ま

た、教学運営・組織運営においても、実工学の理念は活かされなければならない。 

教育課程の編成、教学運営、研究の推進さらには施設設備の充実等々、多岐にわた

る大学の諸活動を通底する指針、それが「実工学の理念」である。











日本工業大学専門職大学院ポリシー 

 

大学院技術経営研究科の目的 

■日本工業大学専門職大学院学則■ 

（第２条 目的） 

  日本工業大学専門職大学院（以下「本専門職大学院」という。）は、学術の理論及び応用を教授・研究し、

高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展に寄与する

ことを目的とする。 

（第８条 研究科の目的） 

  技術経営研究科は、専門職学位課程において、中小企業経営、事業創業、中小企業診断等に関する基礎及

び応用段階の実践的知識を修得させるとともに、実践・ケーススタディ段階の実践的経験を積み重ね、技

術系中堅・中小企業において職業的倫理観を有した課題発見・解決能力を持った高度職業人としての技術

経営人材を育成する。また、教員は技術経営人材の育成や技術系中堅・中小企業への支援に貢献できるよ

う技術経営に関する実践的研究を推進するものとする。 

 
 技術経営研究科のディプロマポリシー                    
  

本技術経営研究科では、各コースが目標とする技術経営人材に必要な知識を体系的に修得し、その知識が実

践的に活用できる力を持つと評価された修学生には技術経営修士（専門職）の学位を授与する。 

具体的な要件としては、第一にコース系と共通系科目の選択必修対象科目から 7 単位以上を取得し該当コ

ースが目標とする人材育成に必要な専門的知識を修得していること、第二にコース系と共通系科目において

必要な単位を含め 30 単位以上を取得し、それら知識を実践的に活用する技術経営プロジェクト研究（特定課

題研究）Ⅰ・Ⅱに合格していることである。 

 
 技術術経営研究科のカリキュラムポリシー                  
  

本技術経営研究科では、中小企業経営、事業創造、と中小企業診断の 3 コースの高度技術経営人材を育成す

る。 

 入学者は 3コースから何れかのコースを選択し、そのコース系科目を学ぶ必要がある。 

 コース系科目には、各コースが目指す技術経営人材が育成できる学習項目に沿ってコース基本科目とコー

ス重点科目を配置する。コース系科目の理解が深められるよう共通に学ぶべき学習項目について共通系科目

として基幹科目と総合・実践科目を設ける。初級的な基礎レベルから専門的な応用レベルそして実践・ケース

スタディレベルへと段階的・体系的に学べるよう科目内容に配慮する。 

 授業を担当する教員は、院生の学習効果とモチベーションを高められるように、FD 研究会の検討成果を踏

まえ、授業のあり方を積極的に工夫する。 

 

 技術経営研究科のアドミッションポリシー                 
  

本技術経営研究科は、技術系中堅・中小企業の経営者・後継者、幹部社員、起業家などを中心とした実務経

験者を対象に、1 年の修学期間で、職業的倫理を踏まえた的確な意思決定、マネジメントができる高度技術経

営人材を育成することを基本目標としている。 



 入学者は、1 年間という短期間に就業後の夜間（土曜日は昼夜間）に集中して技術経営を学ぶことが求めら

れる。 

 そのため、本技術経営研究科においては、経営・業務に関する問題意識と積極的な改革・改善や起業などに

取り組む向上心と情熱、技術経営を学ぶ具体的な目標と強い持続的意欲を有するなどの要件を満足する実務

経験者を入学者として選考・選抜する。 
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